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本日の内容

0.1 後期中間考査の返却と講評, その後, 回収

6.5 抵抗・インピーダンスの測定

6.5.1 (中位)抵抗の測定

6.5 抵抗・インピーダンスの測定

抵抗値
低抵抗 (1Ω以下)

中位抵抗 (1Ω～1MΩ)

高抵抗 (1MΩ以上)

6.5.1 (中位)抵抗の測定

(a) 電圧・電流法 (電圧降下法)
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(b)ホイートストンブリッジ (Wheatstone bridge)

零位法による測定
測定精度が高い
測定に時間がかかる
PS = QRのとき
bridgeが平衡 (IG = 0)のとき
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検流計に流れる電流

IG =
QR− PS

G(P +Q)(R+ S) + PQ(R+ S) +RS(P +Q)
E

1 レポート課題

1.1 ホイートストンブリッジの IGの式を導出
せよ.

1.2 E = 6V, P = 300Ω, Q = 200Ω, R =

1.00 kΩ, S = 100Ω, G = 500Ωのとき, 検
流計に流れる電流 IGを求めよ. さらに, 平
衡にするには, Sを増加および減少のどち
らに調節すればよいか答えよ.

2.61mA, S 増加
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